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H（・）睡（㎜） a　（μ） s ・（・）A（1／m咄）ノ（・／・）1・（mmAe）
116 1．01 60 2800 0．43 12．0 1．6 1．7
160 2．04 100 1200 0．10 8。2 3．2 ＿1．2
（38）
空気式振動計の研究（第4報）
量係数Cノが脈動流によつてどのような影響をうける
かをとり上げる。脈動流の研究は比較的多いがそのほ
とんどが平均差圧と平均流量の関係を対象としていて
ここで問題となるような瞬間差圧の平方根と瞬間流量
を関係づけるCアそのものの値の変化についての研究
は少ない。
　Beitler‘［，　Lindah16）あるいはBaird6｝らは，瞬間差
圧の平方根の平均が得られればナリフイス板は正しい
値を示すと主張している。これが通説となつていて，
研究は専ら平均圧の求め方，圧力波形による補正，脈
動の限界や除去などにむけられている。もちろん
Zareki｝のように脈動流によつてCアが小さくなると
述べているものもいるが，数量的決定はできず不明の
点が残されている。幸い本装置においては脈動が大き
いときは周波数が小さく，高周波のとぎは脈動が小さ
くなるので，Cノは一定に保たれるとして妥当であろ
う。
　つぎにノズル部における半径流の機構が振動でどう
変化するかを検討する。一般に半流方向の流速は，
10m／s以上である。振幅σ＝100μ，ノ＝100c／sとした
ときの間隙の最大速度はo．　06m／sでその比はきわめ
て小さい。　ノズルの半径方向の長さはせいぜい2～3
mmなので流体が半径部を通過する時間は3×10－4　S
程度であつて，　この間，振動は約3×10－2～位相角
にして約1°しか進まない。また流れは主として粘性
流れで慣性効果は少ないので振動の影響はほとんどな
いものと考える。
　単独ノズルで130c／sの振動を与えて行つた実験の
結果P，に何らの影響も見られなかつた。金野8｝は
75c／sまで圧力波形に何の変化もなかつたことを報告
しているがPcに影響があらわれる周波数は圧力波形
に変化があらわれる周波数よりも桁はずれに大きいで
あろうことが予想される。はるかに高周波領域では
PCに何らかの影響があらわれるかも知れないが，実
験的には確められていない。影響を生ずるだろう周波
数は流体の通過時間などを考えてkc／sのオーダでは
ないかと思われる。内輪に見積つても500c／s，あるい
は条件によつて1kc／sまでは十分な精度で測定が行わ
れるといいえよう。
　　c）　共振周波数fr
　設計の問題点の一つに圧力計までの連結管内の空気
柱の共振現象がある。振動周波数をあげていくと，あ
る周波数frで収敏圧力は一時的に増加するが，周波
数がさらに大ぎくなると再び元の圧力：に戻る。その
増加量は圧力振幅によつて異なるが一般に2～3mm
Aq，ときには数mm・Aqに及ぶ。したがつてfr近く
の周波数での振幅測定は正確に行えない。
　内容積V＝＝1．123ccの装置に内径9mmのゴム管で
マノメータを連結し，管長1を変えてfrを測定し
たところ第5表のようになつた。frはd／／7アに比例
するのでfrをノminとfmaxの外側におくために
は3つの手段がある。frをf　minより小さくするこ
とは困難なのでfrを／maxより大きくすることを
吟味する。
第5表共振周波数
1（・m）i・・…1・4・1
fr（・／・）｛
　　　　　　　　　　　・7・1…
52144138133128
　まずdを大きくすることであるが計器として好ま
しい方法でない。つぎにVを小さくすればfrが大
きくなるが，τが小さくなりfminを大きくする結
果となるQ両者をどのように妥協させるかは用途次第
であるがこのとき計器の体積も考慮すべきであろう。
第3の1を短くする方法は有効であるが，測定個所
と指示計の位置を考えると限度がある。全長が短縮さ
れない場合には，連結管の途中数ケ所に絞りを挿入す
るとよい。筆者もこの方法で共振を除去することがで
きた。この場合脈動圧の減衰作用もあずかつて力あつ
たものと思われる。そこで圧力伝達に支障ない限り細
い連結管を用いて脈動圧を減衰させてfrにおける測
定誤差を極力小さくする方法も有効であることが推定
されるがこの方法について実験は行なつていない。
　8．　あとがき
　空気式振動計の測定範囲について詳細な検討を行つ
た結果，直線範囲，振幅余有，最低感度範囲などが明
らかにされ，使用目的に最適な振動計を設計すること
が可能になつた。一一般の計測器は感度を高めると測定
範囲が減るが，本装置では両者の積が極大になる条件
があり，この条件の下に設計をすすめると比較的広範
囲に有効な計器が得られる。
　本装置は大振幅を高感度で測定するにはやや不向き
であるが3～125μの振幅が2000以上の感度で測定で
きる。また周波数3～1000c／sでは振幅は周波数に無
関係に測定される。装置は簡単で丈夫に作られる。
　高感度が得られる反面2，3の欠点がある。測定範
囲の変更はノズル部全体を取換えなければならないの
で電子系ほど簡単にいかない。極高周波振動の計測に
ついて不明の点がある。また指示計をコンパクトにま
とめ難い。
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明治大学工学部研究報告No．20
　本装置は水柱500mmの空気を供給源としたV形特
性曲線をもつ複合ノズル空気マイクロメータを利用し
ているが，逆V形特性をもつノズルを利用すれば変換
倍率を20％大きくできることが計算でわかつた。また
高圧あるいは真空マイクロメータを利用すれば，さら
に優れた特性を与えることが可能である。
　終りにこれら一連の研究を行うにあたつて始終実験
に，データ整理に協力された本学助手上村正治氏に心
から感謝する。
　　　　　　（昭和40年11月19日受理）
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